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近
年
の
粟
生
線
利
用
者
数
は
、
ピ
ー

ク
時
（
平
成
４
年
）
の
半
分
以
下
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
平

成
26
年
度
は
６
５
６
万
人
が
利
用
し

て
い
て
、
粟
生
線
が
な
く
な
っ
た
場

合
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。

　

沿
線
自
治
体
や
神
戸
電
鉄
、
県
な

ど
は
21
年
に
神
戸
電
鉄
粟
生
線
活
性

化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
維
持
・
存

続
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
者
数
の
減
少
に
歯
止

め
は
か
か
ら
ず
、
神
戸
電
鉄
に
よ
る

と
10
年
以
上
、
年
間
10
億
円
規
模
の

赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

　　　

昭
和
40
年
代
に
、
沿
線
地
域
で

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
住
宅
地
開
発
が

進
み
、
沿
線
人
口
が
増
加
し
ま
し
た
。

厳
し
い
現
実

粟生線の赤字の正体／利用促進に向けて
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利
用
者
の
多
さ
で
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

輸
送
力
の
増
強
が
求
め
ら
れ
、
複

線
化
な
ど
鉄
道
施
設
の
整
備
を
50
年

か
ら
着
手
。
た
だ
、
粟
生
線
は
、
も
と

輸
送
力
増
強
の
費
用
増
と

続
か
な
か
っ
た
人
口
増

も
と
地
形
的
条
件
が
悪
い
山
岳
路
線

で
あ
っ
た
た
め
、
大
規
模
な
土
木
工

事
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
間
か
け
て
工
事
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
平
成
４
、
５
年
か
ら
利
用
者

数
が
減
少
に
転
じ
始
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
神
戸
市
の
西
神
地
区
や
ウ
オ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
が
進
み
、
粟
生

線
沿
線
の
魅
力
が
薄
れ
た
こ
と
や
、

通
学
生
徒
の
減
少
、
車
社
会
の
進
行

で
新
し
い
施
設
が
郊
外
に
建
て
ら
れ

た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
車
両
内
の
混
雑
も
緩
和

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

工
事
は
15
年
度
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
要
し
た
多
大
な
資
金

（
借
入
）
は
、
利
用
者
減
で
回
収
で
き

な
く
な
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
あ
っ
た
粟
生
線
活
性

化
協
議
会
で
は
、
利
用
者
を
増
や
す

た
め
の
具
体
的
な
提
案
も
示
さ
れ
ま

し
た
。
一
つ
は
、
停
車
し
な
い
駅
を
設

定
す
る
こ
と
で
、
時
間
短
縮
し
よ
う

と
す
る
も
の
。
こ
れ
は
、
神
戸
か
ら

遠
い
小
野
市
の
住
民
が
、
運
賃
よ
り

も
時
間
の
改
善
を
求
め
る
意
見
が
多

か
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
に
は
、
自
宅
か
ら
駅
ま
で
の

バ
ス
交
通
の
確
保
な
ど
様
々
な
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
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鉄道施設の建設に伴う負債残高と輸送人員の推移

施設建設に伴う負債残高

輸送人員

朝の鈴蘭台駅上りホーム（昭和54年）

粟生線がなくなると…

　粟生線がなくなったら、どのような影響

が出るのか考えてみます。

　粟生線の代替交通として大量のバスを増

やすと、深刻な交通渋滞で道路が機能しな

くなります。車両や車庫の確保に多くの費

用がかかるなどの問題もあ

ります。また、車の利用者

も増えるため、交通渋滞や

事故、環境悪化の恐れがで

てきます。

　駅周辺のまちの活気が失われます。実際

に廃線になった地域では、10年前からの

地価公示の伸び率が、全国

平均より約1割低くなってい

るため、土地・家屋などの

資産価値低下は免れません。

　また、子どもや高齢者ら車を運転できな

い家族の送迎が増えます。一方、行動範囲

が狭くなることで、通勤・通学圏域が縮小。

　不便なところには住みたいと思わないこ

とから、若者の人口流出に拍車がかかりま

す。

日々の暮らしは？Q
A

粟生線周辺の価値は？Q
A

市域 運賃 時間 本数

神戸 47％ 16％ 17％

三木 46％ 24％ 20％

小野 23％ 34％ 21％

住民アンケート結果

過去の調査で、運行の改善を
求める内容に地域特性が…。

（参考）

※神戸電鉄全線

利
用
者
の
満
足
度
向
上
へ

＞

＞

＜
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特集2

存
廃
に
揺
れ
る
神
戸
電
鉄
粟
生
線

無
関
心
で
い
い
の
か

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と…

　
神
戸
電
鉄
の
存
続
に
向
け
て
、
神
戸
電
鉄
の
経
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
や
、
国
・
沿
線
自
治
体

な
ど
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

市
民
の
関
心
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
に
は
未
来
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
３
月
か
ら
「
第
４
期
粟
生
線
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
く
ら

ぶ
」
の
会
員
募
集
が
始
ま
り
ま
す
が
、
年
々
、
会
員

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
熱
意
と
行
動
で
、
粟
生
線
の
存
続
を
。
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○
通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

方
の
本
人
確
認
書
類
（
世
帯
員
の

　

う
ち
１
人
分
で
可
）

○
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

○
代
理
権
を
証
明
す
る
書
類
（
委
任

　

状
な
ど
）

※

成
年
被
後
見
人
の
代
理
受
け
取
り

　

に
は
、
成
年
後
見
人
が
登
記
事
項

　

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

本
人
確
認
書
類
は
原
本
（
運
転
免

　

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
住

　

基
カ
ー
ド
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

　

な
ど
は
１
点
／
健
康
保
険
証
、
介

　

護
保
険
証
、
各
種
年
金
証
書
、
社

　

員
証
、
学
生
証
な
ど
は
２
点
）

▼
手
続
き
方
法

○
通
知
カ
ー
ド
を
確
認
し
て
、
受
領

　

書
に
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

○
本
人
確
認
書
類
な
ど
は
コ
ピ
ー
を

　

取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
カ
ー
ド
の
保
管
期
限　

３
月
31
日

※

保
管
期
限
を
過
ぎ
る
と
廃
棄
。　

　

カ
ー
ド
の
再
交
付
に
は
、
手
数
料

　

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
係

　
（
☎　

１
０
０
５
）

い
ま
す
。

　

希
望
者
に
は
、
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
室
（
☎　

１
０
６
０
）

◯63

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
た

め
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

ま
と
め
た
「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
シ
ニ
ア
世
代
が
地
域
で

活
躍
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
に
向
け

た
「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
。
こ
れ
ま
で
、

市
役
所
の
各
部
署
や
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
個
別
に
把
握

し
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
一
冊

に
ま
と
め
て
紹
介
し

よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

観
光
ガ
イ
ド
、ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
、
着
付
け
、

陶
芸
、
配
食
、
手
話
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
33

グ
ル
ー
プ
を
写
真
付

き
で
紹
介
。
活
動
内

容
の
ほ
か
、
活
動
時

間
、
報
酬
、
募
集
人

員
な
ど
も
掲
載
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
作
成

シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
参
加
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
を 
市
は
３
月
末
ま
で
保
管

　

昨
年
11
月
か
ら
、
住
民
票
の
あ
る

方
に
、
個
人
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
カ
ー
ド
を
世
帯
ご
と
に
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

転
送
で
き
な
い
郵
便
の
た
め
、
転

送
届
を
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
配
達

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
票
の
異

動
届
を
せ
ず
に
転
居
さ
れ
て
い
る
方

や
、
配
達
時
に
不
在
で
郵
便
局
で
の

保
管
期
間
内
に
受
け
取
り
が
で
き
な

か
っ
た
方
の
通
知
カ
ー
ド
は
市
役
所

で
保
管
し
て
い
ま
す
。

▼
受
取
窓
口　

市
役
所
市
民
課
窓
口

▼
受
け
取
り
日
時　

３
月
31
日
ま
で

　
（
平
日
）
８
時
45
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
曜
日
）
８
時
45
分
〜
12
時

▼
受
け
取
り
で
き
る
方

○
通
知
カ
ー
ド
の
名
義
人
本
人
ま
た

　

は
同
一
世
帯
の
方

○
通
知
カ
ー
ド
の
名
義
人
か
ら
委
任

　

を
受
け
た
代
理
人
な
ど

▼
必
要
書
類

【
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
】

○
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
ら

　

れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類

【
代
理
人
の
方
】

◯63
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正会員・家族会員の協力金はくらぶの運営
費や利用促進活動費に使われます。

正会員 2,000円
家族会員 大人 1,200円
     小学生以下 600円

特別会員の協力金は、粟生線の駅施設など
の整備・改修費に使われます。

協力金 1,000円 /1口

協力金

第4期会員の受付を3月1日から開始します。

「神鉄全線～
　三宮・西代」の
1日フリーパスほか

阪急
阪神

特典

【窓口で】
　各コミセンやゆうゆうの里かしやま（樫山駅）に設置の申込用
紙を使い、協力金を持参のうえ、各窓口で申し込みください。
【ホームページ・ファクス・郵送で】　※詳細はチラシ参照
　ホームページで申し込むか、申込用紙（ダウンロード可）に記
入のうえ、ファクス・郵送した後に、協力金を金融機関で振り
込んでください。

申し込み方法

問 交通政策グループ（☎63-1404）

運
転
士
が
選
ぶ

車
窓
風
景
ベ
ス
ト

運
転
士
が
選
ぶ

車
窓
風
景
ベ
ス
ト

運
転
士
が
選
ぶ

車
窓
風
景
ベ
ス
ト
３３３

加古川橋梁
神戸電鉄線最長橋梁で、眼下を流れる
加古川の眺めは最高です。

粟生駅
神戸電鉄、JR加古川線（上下）、北条鉄
道の4本の列車が一同に会するのは、
地方鉄道では珍しいです。

市場駅～小野駅
起伏に富み、田畑の間をまっすぐに貫
く、すり鉢状の勾配区間で、非常に迫力
があります。

３３３１１１ ２２２

特集2　無関心でいいのか

集めた署名は4,912人
粟生線存続を求め小野高生が活動報告

　粟生線の存続へ向けて課題研究に取り組んで
きた小野高校３年生のグループが、存続を求める
4,912人分の署名を、市長に提出しました。生徒は
「国や県から支援してもらえるように、多くの声を届けてほし
い」と訴えました。国際経済科の10人は、昨年5月から課題に取
り組み、神鉄のキャラクター「しんちゃんてつくん」を使った動画
やLINEのスタンプを作成。10月からは、鉄道イベント会場や小
野駅などで署名活動を行ってきました。「この活動は継続するこ
とが大事。後輩に引き継ぎたい」と思いを口にしていました。

2/10

乗って見てみ
よう！

ぜひ会員に！

一
人
ひ
と
り
が
考
え
よ
う

自
ら
が
で
き
る
こ
と…

※会員の有効期間は4月1日から1年間


